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私たちの体の中の多くの臓器、例えば⼼臓や肺、は「周期的に “動く”」ことで、
「機能」します。このような”適切な範囲での機械的な要素の変動”が実現される
ためには、「メカノセンサー」を介したフィードバックが必要だと想定されます。
私たちの研究室では、近年発⾒された細胞膜上にて機械的な⼒に応じて活性化す
るPIEZOチャネルに注⽬し、ノックアウトマウスやレポーターマウスを解析するこ
とにより、メカノセンシング（機械受容）が臓器の機能に果たす役割や、疾患と
の関係を調べています。特に、臓器に投射する機械受容感覚神経の役割（呼吸パ
ターンの調節など）、脳の形態形成への寄与、静脈やリンパ管の弁の形成メカニ
ズムの研究を⾏っています。「メカノセンシングを介して臓器の機能を制御する
精緻な仕組み」を⼀緒に解明しましょう！

肺内部での感覚神経の投射

メカノセンサーPIEZOチャネルの
ノックアウトマウスを⽤いて、呼吸や脳圧など
のメカニカルな⽣理的パラメータを計測し、
メカノセンシングの寄与を検証しています
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